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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 19,802 11.6 701 △1.1 1,441 29.1 1,269 47.5

30年3月期第2四半期 17,750 19.4 709 21.0 1,117 35.1 860 47.0

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　1,427百万円 （24.9％） 30年3月期第2四半期　　1,143百万円 （28.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 51.02 ―

30年3月期第2四半期 34.29 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 49,523 31,747 63.7

30年3月期 48,952 30,787 62.4

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 31,525百万円 30年3月期 30,570百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― ― ― 17.00 17.00

31年3月期 ― ―

31年3月期（予想） ― 18.00 18.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 1.5 1,700 1.3 2,300 4.0 1,700 2.9 68.31

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 29,347,500 株 30年3月期 29,347,500 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 4,493,125 株 30年3月期 4,459,908 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 24,881,927 株 30年3月期2Q 25,087,178 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における日本の景況感は横ばいを維持しているものの、米中貿易摩擦の日本経済への

影響や日本、中国、韓国３カ国の経済連携など先行きについては不透明感が払拭できない状況が続いております。

当社グループ関連のコンクリート製品業界におきましては、ヒューム管の需要は前年同期を若干下回りましたが、

パイル製品の需要は前年同期を上回る水準で推移しました。

このような状況の下、当社グループは平成30年度からの３カ年に亘る新中期経営計画『Evolution All JapanⅡ』

の基本方針である安定的利益と持続的成長を目指して、鋭意取り組んでおります。

当第２四半期連結累計期間のヒューム管、パイルなどのコンクリート製品及び工事などの受注高は186億13百万円

（前年同四半期比12.2％増）、コンクリート製品、工事及び不動産収入などを含む売上高は198億２百万円（同11.6

％増）となりました。

損益につきましては、営業利益は研究開発などに注力したことにより７億１百万円（同1.1％減）、経常利益は持

分法投資利益、受取配当金などにより、14億41百万円（同29.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は固定

資産売却益などにより12億69百万円（同47.5％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ５億70百万円増加し、495億23百万円となりま

した。これは、流動資産において受取手形及び売掛金が14億円減少した一方、現金及び預金が11億71百万円、固定

資産において投資有価証券が６億60百万円それぞれ増加したことなどによります。

また、負債の部は前連結会計年度末と比べ３億89百万円減少し、177億76百万円となりました。これは、流動負債

において支払手形及び買掛金が２億66百万円、未払法人税等が80百万円それぞれ減少したことなどによります。

純資産の部は、前連結会計年度末と比べ９億59百万円増加し、317億47百万円となりました。これは、利益剰余金

において親会社株主に帰属する四半期純利益が12億69百万円増加した一方、配当金の支払により４億36百万円減少

したことなどによります。

　

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」といい、現金及び預金から預入期間が

３ヶ月を超える定期預金を控除したものをいう。）は、前連結会計年度末と比べ11億91百万円増加の99億69百万円

となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動により得られた資金は、21億16百万円（前年同四半期△５億73百万

円）となりました。その主な内訳は、税金等調整前四半期純利益15億83百万円、売上債権の減少13億92百万円、持

分法による投資損益６億63百万円、法人税等の支払額４億18百万円などによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動により使用された資金は、前第２四半期連結累計期間と比べ２億16

百万円増加の４億56百万円となりました。その主な内訳は、固定資産の取得による支出６億56百万円、固定資産の

売却による収入１億60百万円などによるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動により使用された資金は、前第２四半期連結累計期間と比べ78百万

円減少の４億54百万円となりました。その主な内訳は、配当金の支払額４億34百万円などによるものであります。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年３月期の業績見通しにつきましては、平成30年５月11日付「平成30年３月期決算短信〔日本基準〕（連

結）」で公表した通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,838,717 10,010,489

受取手形及び売掛金 15,151,754 13,751,313

商品及び製品 1,886,616 1,873,837

原材料及び貯蔵品 528,757 496,681

その他 259,764 236,926

貸倒引当金 △16,939 △16,562

流動資産合計 26,648,670 26,352,684

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,023,197 2,945,528

土地 3,697,674 3,683,312

その他（純額） 2,003,334 2,307,882

有形固定資産合計 8,724,206 8,936,723

無形固定資産 119,088 106,462

投資その他の資産

投資有価証券 13,150,972 13,811,660

その他 490,591 472,265

貸倒引当金 △180,997 △156,490

投資その他の資産合計 13,460,566 14,127,435

固定資産合計 22,303,861 23,170,621

資産合計 48,952,531 49,523,306

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,617,640 11,350,792

短期借入金 1,221,480 1,217,537

未払法人税等 438,800 358,182

賞与引当金 182,108 186,522

その他 894,861 869,802

流動負債合計 14,354,892 13,982,837

固定負債

役員退職慰労引当金 36,017 36,017

環境対策引当金 7,736 7,736

退職給付に係る負債 2,688,857 2,669,014

その他 1,077,672 1,080,548

固定負債合計 3,810,284 3,793,317

負債合計 18,165,176 17,776,154
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,251,400 5,251,400

資本剰余金 4,736,524 4,736,524

利益剰余金 21,509,299 22,342,132

自己株式 △1,710,327 △1,741,593

株主資本合計 29,786,896 30,588,462

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 905,884 987,914

為替換算調整勘定 203,908 238,872

退職給付に係る調整累計額 △326,588 △289,962

その他の包括利益累計額合計 783,204 936,824

非支配株主持分 217,253 221,864

純資産合計 30,787,354 31,747,152

負債純資産合計 48,952,531 49,523,306
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 17,750,162 19,802,100

売上原価 15,075,898 16,954,357

売上総利益 2,674,264 2,847,742

販売費及び一般管理費 1,964,801 2,146,079

営業利益 709,462 701,662

営業外収益

受取利息 595 1,134

受取配当金 52,759 56,095

持分法による投資利益 325,557 663,772

為替差益 5,160 －

その他 63,847 75,107

営業外収益合計 447,920 796,110

営業外費用

支払利息 11,758 13,094

為替差損 ― 33,421

その他 28,373 9,412

営業外費用合計 40,131 55,927

経常利益 1,117,250 1,441,846

特別利益

固定資産売却益 2,323 140,418

受取保険金 5,167 －

国庫補助金 1,440 1,440

特別利益合計 8,930 141,858

税金等調整前四半期純利益 1,126,181 1,583,704

法人税、住民税及び事業税 276,909 337,991

法人税等調整額 △12,999 △28,253

法人税等合計 263,909 309,738

四半期純利益 862,271 1,273,966

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,913 4,610

親会社株主に帰属する四半期純利益 860,357 1,269,355
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 862,271 1,273,966

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 242,016 79,448

為替換算調整勘定 △6,120 34,964

退職給付に係る調整額 23,658 36,183

持分法適用会社に対する持分相当額 21,198 3,022

その他の包括利益合計 280,754 153,619

四半期包括利益 1,143,025 1,427,586

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,141,112 1,422,975

非支配株主に係る四半期包括利益 1,913 4,610
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,126,181 1,583,704

減価償却費 325,217 322,800

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17,037 △24,777

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,948 4,413

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 77,396 23,961

工事損失引当金の増減額（△は減少） △12,562 ―

受取利息及び受取配当金 △53,354 △57,230

支払利息 11,758 13,094

為替差損益（△は益） 17,132 48,480

持分法による投資損益（△は益） △325,557 △663,772

固定資産売却損益（△は益） △2,323 △140,418

国庫補助金 △1,440 △1,440

受取保険金 △5,167 ―

売上債権の増減額（△は増加） 10,236 1,392,258

たな卸資産の増減額（△は増加） 18,823 36,739

その他の流動資産の増減額（△は増加） △13,070 21,799

仕入債務の増減額（△は減少） △1,255,429 △251,028

未払消費税等の増減額（△は減少） 57,456 △78,665

その他の流動負債の増減額（△は減少） △245,556 158,160

その他の固定負債の増減額（△は減少） 3,593 △18,412

小計 △280,755 2,369,668

利息及び配当金の受取額 174,605 178,480

利息の支払額 △10,025 △13,215

保険金の受取額 5,167 ―

法人税等の支払額 △462,268 △418,609

営業活動によるキャッシュ・フロー △573,277 2,116,324

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,287 ―

定期預金の払戻による収入 ― 19,999

固定資産の取得による支出 △184,794 △656,620

固定資産の売却による収入 2,323 160,104

国庫補助金による収入 1,440 1,440

投資その他の資産の増減額（△は増加） △54,539 18,965

投資活動によるキャッシュ・フロー △239,857 △456,110

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 16,261 11,365

自己株式の取得による支出 △135,995 △31,265

配当金の支払額 △413,848 △434,771

財務活動によるキャッシュ・フロー △533,581 △454,671

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,413 △13,770

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,348,131 1,191,771

現金及び現金同等物の期首残高 8,836,718 8,778,218

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,488,587 9,969,990
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

（セグメント情報等）

　Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

コンクリー
ト製品事業

工事事業
不動産開発

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 9,499,788 7,450,938 496,108 17,446,835 303,326 17,750,162 ― 17,750,162

セグメント間の内部
売上高又は振替高

7,643 ― 21,259 28,902 101 29,004 △29,004 ―

計 9,507,431 7,450,938 517,368 17,475,738 303,428 17,779,166 △29,004 17,750,162

セグメント利益 34,688 359,433 228,678 622,801 86,661 709,462 ― 709,462

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連機器販売事業、スポーツ

施設運営事業、レンタル事業、太陽光発電事業などを含んでおります。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

コンクリー
ト製品事業

工事事業
不動産開発

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 10,613,555 8,400,005 495,389 19,508,950 293,150 19,802,100 ― 19,802,100

セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,937 ― 21,360 30,298 2,382 32,681 △32,681 ―

計 10,622,492 8,400,005 516,749 19,539,248 295,533 19,834,781 △32,681 19,802,100

セグメント利益 140,964 268,204 205,679 614,848 86,814 701,662 ― 701,662

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連機器販売事業、スポーツ

施設運営事業、レンタル事業、太陽光発電事業などを含んでおります。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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